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第
十
四
章　

政
令
市
ト
ッ
プ
の
財
政
力
を
大
規
模
事
業
で
は
な
く
、

市
民
の
福
祉
・
暮
ら
し
に
使
う
市
政
に

市
税
収
入
は
過
去
最
高
、
財
政
力
は
政
令
市
ト
ッ
プ

２
０
２
３
年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
総
額
が
、
８
６
３
２
億
円
、
歳
出
総
額
が
８
５
２
６
億
円
と
な
り
、
実
質
収
支
額
は
プ

ラ
ス
44
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
市
税
収
入
は
、
97
億
円
増
の
３
８
７
９
億
円
で
過
去
最
高
と
な
り
、
こ
れ
は
個
人
市
民
税
が
所
得
の
増

加
に
よ
り
50
億
円
の
増
、
固
定
資
産
税
が
23
億
円
増
、
法
人
市
民
税
も
企
業
収
益
の
増
に
よ
り
14
億
円
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
財

政
力
指
数
は
、
政
令
市
で
唯
一
、
１
を
超
え
、
基
準
財
政
収
入
額
が
需
要
額
を
上
回
っ
て
お
り
、
政
令
市
ト
ッ
プ
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
政
令
市
で
唯
一
の
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
健
全
化
指
標
は
、
す
べ
て
基
準
値
を
下
回
っ
て
お

り
、
極
め
て
優
良
。
一
人
当
た
り
の
市
債
残
高
は
、
政
令
市
の
平
均
よ
り
も
13
万
円
低
く
、
借
金
の
負
担
額
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

平
均
年
齢
が
最
も
若
く
、
10
年
間
は
人
口
増
加
で
税
収
増
が
続
く

　

川
崎
市
は
、
政
令
市
で
平
均
年
齢
が
最
も
若
く
、
生
産
年
齢
人
口
割
合
が
最
も
大
き
い
都
市
で
、
新
た
な
人
口
推
計
で
も
今
後
10
年

間
は
増
加
を
続
け
る
た
め
市
税
収
入
の
増
加
は
今
後
10
年
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
市
税
収
入
、
財
政
力
指
数
、
財
政

健
全
化
指
標
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
川
崎
市
は
政
令
市
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

予
算
で
１
２
０
億
円
の
赤
字
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
44
億
円
の
黒
字

23
年
度
予
算
で
は
１
２
０
億
円
の
収
支
不
足
が
出
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
算
で
は
44
億
円
の
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
収
支
不

足
を
な
ん
と
１
６
０
億
円
以
上
も
過
大
に
試
算
し
て
い
ま
し
た
。
わ
が
党
は
、
予
算
、
決
算
議
会
で
何
度
も
収
支
不
足
額
が
過
大
で
あ

る
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
た
そ
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。
誤
差
の
原
因
は
収
支
フ
レ
ー
ム
に
あ
り
ま
す
。
収
支
フ
レ
ー
ム
で

は
、
２
０
６
億
円
の
収
支
不
足
が
出
る
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
決
算
と
の
誤
差
は
２
５
０
億
円
に
も
な
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
収
支
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フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
予
算
を
立
て
れ
ば
、
過
大
な
収
支
不
足
額
の
た
め
に
必
要
な
予
算
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
誤
差
が

出
て
い
る
収
支
フ
レ
ー
ム
は
、
実
態
に
沿
っ
た
も
の
に
見
直
す
べ
き
で
す
。

減
債
基
金
は
、
政
令
市
の
１
・
６
倍
で
１
０
０
０
億
円
も
多
い

　
　

23
年
度
予
算
で
は
減
債
基
金
か
ら
１
２
０
億
円
借
入
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
決
算
で
は
収
支
不
足
が
出
な
か
っ
た
た
め
に
借
入
は
ゼ

ロ
と
な
り
ま
し
た
。
減
債
基
金
残
高
は
、
一
般
会
計
分
で
み
る
と
積
立
額
４
４
５
億
円
、
取
崩
額
２
１
１
億
円
で
２
７
６
６
億
円
と
な

り
、
一
人
当
た
り
の
残
高
は
政
令
市
平
均
の
１
・
６
倍
に
も
な
り
ま
す
。
政
令
市
の
減
債
基
金
残
高
は
、
取
崩
額
の
平
均
４
年
分
で
す

が
、
本
市
の
場
合
は
９
年
分
に
も
な
り
ま
す
。
減
債
基
金
か
ら
の
借
入
が
５
１
７
億
円
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
実
質
残
高

は
２
２
４
９
億
円
で
す
が
、
取
崩
額
４
年
分
を
差
し
引
い
て
も
約
１
０
０
０
億
円
も
多
く
、
他
都
市
と
比
べ
て
、
極
め
て
多
い
残
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
５
年
間
、
積
み
増
し
を
し
て
２
０
２
８
年
度
に
は
、
６
０
０
億
円
増
の
３
３
６
７
億
円
と
な
り
、
年
間
の
市
税

収
入
に
匹
敵
す
る
額
に
な
り
ま
す
。

　
　

物
価
高
騰
な
ど
で
市
民
生
活
・
中
小
企
業
の
経
営
が
大
変
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
の
こ
れ
に
対
す
る
独
自
支
出
は
、
わ
ず
か
で

す
。
物
価
高
騰
の
中
で
財
政
支
援
が
必
要
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
減
債
基
金
の
積
立
額
を
減
ら
し
て
市
民
生
活
・
中
小
企
業
支
援
に
回
す

べ
き
で
す
。

社
会
保
障
と
臨
海
部
の
大
規
模
事
業

　
　

社
会
保
障
費
で
あ
る
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
微
増
で
一
人
当
た
り
の
扶
助
費
の
額
は
、
引
き
続
き
政
令
市
の
平
均
を
下
回
っ
て
お

り
、
福
祉
予
算
で
あ
る
民
生
費
も
１
人
当
た
り
に
す
る
と
政
令
市
平
均
よ
り
も
約
２
万
円
低
い
状
況
で
す
。
一
方
、
臨
海
部
の
大
規
模

事
業
に
は
、
臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
整
備
58
億
円
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
21
億
円
、
東
扇
島
堀
込
部
土
地
造
成
事
業

な
ど
不
要
不
急
の
事
業
に
約
90
億
円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
は
中
止
、
凍
結
し
て
市
民
の
福
祉
・
く
ら
し

の
ほ
う
に
予
算
を
振
り
向
け
る
べ
き
で
す
。

政
令
市
ト
ッ
プ
の
財
政
力
を
使
っ
て
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
福
祉
都
市
の
実
現
を

　
　

25
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
み
る
と
、
市
税
収
入
は
過
去
最
大
、
財
政
力
は
ト
ッ
プ
な
の
に
、
社
会
保
障
費
は
平
均
以
下
、
学
校
給
食

費
や
子
ど
も
医
療
費
な
ど
東
京
と
の
「
多
摩
川
格
差
」
だ
け
で
な
く
県
内
と
の
格
差
も
広
が
っ
て
お
り
、
２
０
０
０
人
の
待
機
者
が
い

る
特
養
ホ
ー
ム
は
一
切
新
設
せ
ず
、
中
小
企
業
の
予
算
は
わ
ず
か
16
億
円
で
全
体
の
０
・
２
％
し
か
な
い
な
ど
、
市
民
や
中
小
企
業
に
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は
冷
た
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
臨
海
部
で
は
、
事
業
費
が
当
初
の
約
４
倍
、
１
９
５
０
億
円
と
な
っ
た
臨
港
道
路
東
扇

島
水
江
町
線
な
ど
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
が
す
す
め
ら
れ
、
海
外
水
素
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
水
素
戦
略
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
跡
地
利
用
に
今

後
、
２
０
０
０
億
円
も
支
出
す
る
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
不
公
平
な
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、
川
崎
市
は
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
減
債
基
金
は
、
他
政
令
市
と
比
べ
る
と
１
・
６
倍
、
７
０
０
〜
１
０
０
０
億

円
も
多
い
残
高
と
な
っ
て
お
り
、
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
な
ど
無
駄
な
財
政
支
出
も
あ
り
ま
す
。
25
年
度
予
算
案
審
議
で
提
案
し
た

予
算
組
替
え
の
よ
う
に
、
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
を
中
止
し
、
減
債
基
金
へ
の
積
立
額
を
減
ら
し
て
、
政
令
市
ト
ッ
プ
の
財
政
力
を

市
民
の
た
め
に
使
っ
て
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
福
祉
施
策
を
実
現
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

１　

臨
海
部
を
中
心
と
す
る
不
要
不
急
の
大
規
模
開
発
を
中
止
・
見
直
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
川
崎
市
の
「
豊
か
な
財
政
」
を
市

民
の
願
い
実
現
と
市
民
生
活
・
福
祉
の
向
上
・
充
実
に
生
か
す
市
政
運
営
に
改
め
る
。
ま
ず
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
物
価
高
騰
対
策
、

そ
し
て
少
子
化
、
災
害
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
。

２　

収
支
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
実
態
に
合
っ
た
も
の
に
見
直
す
こ
と
。
減
債
基
金
に
つ
い
て
は
、
積
立
額
を
減
ら
し
て
、
物
価
高
騰

対
策
や
市
民
生
活
・
中
小
企
業
支
援
に
回
す
こ
と
。

３　

川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
港
湾
施
設
の
整
備
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
他
港
コ
ン
テ
ナ
港
湾
の
施
設
規
模
・
能
力
な
ど
も
よ

く
調
査
研
究
し
、
本
市
の
既
存
施
設
の
取
扱
能
力
な
ど
を
厳
格
に
検
証
し
、
こ
れ
以
上
の
施
設
拡
張
を
行
な
わ
な
い
。

４　

港
の
ニ
ー
ズ
、
荷
物
が
あ
れ
ば
コ
ン
テ
ナ
船
は
来
る
の
で
あ
り
、
際
限
の
な
い
税
金
投
入
を
続
け
る
悪
循
環
と
な
っ
て
い
る
川
崎
港

利
用
促
進
コ
ン
テ
ナ
貨
物
補
助
制
度
は
見
直
し
を
す
る
。

５　

２
０
１
０
年
、
川
崎
市
、
横
浜
市
、
東
京
都
の
３
自
治
体
が
共
同
で
「
京
浜
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
計
画
」
を
発
表
し
、
国
か

ら
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
総
事
業
費
見
込
額
は
約
５
５
０
０
億
円
で
、
川
崎
港
だ
け
で

約
１
０
０
０
億
円
か
か
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
政
策
の
中
止
・
見
直
し
を
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
川
崎

市
・　
　

川
崎
港
は
京
浜
３
港
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
計
画
か
ら
独
自
に
撤
退
す
る
こ
と
。

６　

千
鳥
町
、
東
扇
島
な
ど
川
崎
港
で
の
輸
出
自
動
車
（
新
車
、
中
古
車
）
の
保
管
状
況
、
及
び
、
他
港
へ
の
横
持
ち
台
数
、
川
崎
港
か

ら
の
直
接
輸
出
台
数
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
輸
出
自
動
車
保
管
を
川
崎
港
で
行
な
う
必
要
性
に
つ
い
て
根
本
的
に
再
検
討
す
る
。

７　

東
扇
島
堀
込
部
埋
立
土
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
堀
込
部
の
公
有
水
面
は
市
民
の
財
産
で
あ
り
、
埋
立
土
地
造
成
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
正
当
な
目
的
・
理
由
が
立
証
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
事
業
を
中
止
す
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
と
川
崎
市
の
覚
書
を
撤
回
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し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
て
東
扇
島
堀
込
部
へ
の
リ
ニ
ア
建
設
残
土
の
受
け
入
れ
を
断
る
こ
と
。

８　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
計
画
は
、
市
内
外
で
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
、
運
行
後
災
害
時
の
危
険
性
が
極
め
て
高
く
、
ル
ー
ト
上
の

多
く
の
地
権
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
な
ど
問
題
が
多
す
ぎ
る
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
で
あ
り
、
公
的
資
金
を
投
入
し
て
推
進
す
る

国
、
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
海
に
中
止
を
要
請
す
る
。

９　

臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
の
整
備
工
事
を
た
だ
ち
に
凍
結
し
、
今
か
ら
事
業
の
善
後
策
を
検
討
す
る
。

10　
「
国
家
戦
略
特
区
」
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
の
経
済
波
及
効
果
、
税
収
効
果
な
ど
の
検
証
を
行
う
。

11　

１
メ
ー
ト
ル
１
億
円
以
上
と
ば
く
大
な
事
業
費
が
か
か
っ
て
い
る
高
速
川
崎
縦
貫
道
路
の
整
備
工
事
は
、
現
在
の
１
期
ル
ー
ト
の
本

体
の
残
工
事
を
中
止
す
る
。
公
害
ま
き
散
ら
し
・
ま
ち
壊
し
の
現
行
の
２
期
ル
ー
ト
計
画
も
中
止
す
る
。
東
京
外
郭
環
状
道
路
と
の
一

体
化
で
も
、
ば
く
大
な
事
業
費
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
２
期
ル
ー
ト
の
計
画
自
体
を
中
止
す
る
。

12　
『
臨
海
部
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
打
ち
出
さ
れ
た
、
最
低
３
０
０
億
円
か
か
る
新
た
な
鉄
道
整
備
「
川
崎
ア
プ
ロ
ー
チ
線
」
計
画
は
、
住
民
犠

牲
の
ま
ち
こ
わ
し
と
な
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
も
採
算
性
も
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
を
白
紙
撤
回
す
る
。

13　

小
田
周
辺
戦
略
エ
リ
ア
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
る
南
部
防
災
セ
ン
タ
ー
敷
地
等
の
利
活
用
は
、
市
民
の
要
望
を
聞
く
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
元
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
と
お
り
常
設
の
防
災
体
験
啓
発
施
設
や
不
足
し
て
い
る
特
養
ホ
ー
ム
、
図
書
館
市
民
館
の
分

室
な
ど
福
祉
の
増
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
す
る
。
土
地
を
民
間
に
譲
渡
し
な
い
。

14　

公
共
事
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
を
、
市
民
生
活
に
関
係
な
く
地
域
経
済
が
循
環
し
な
い
現
在
の
臨
海
部
で
の
不
要
不
急
の
大
規
模
開

発
優
先
（
巨
大
な
橋
の
建
設
、
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
拡
張
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
な
い
鉄
道
整
備
な
ど
）
で
は
な
く
、
市
民
の
願

い
に
応
え
て
地
元
建
設
業
者
の
仕
事
と
雇
用
が
増
え
、
地
域
経
済
が
循
環
す
る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、
老
朽
校
舎
の
改
築

な
ど
市
民
生
活
・
福
祉
型
投
資
優
先
に
抜
本
的
に
切
り
替
え
る
。

15　

総
合
計
画
に
つ
い
て
、
福
祉
切
り
捨
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
、
市
民
負
担
増
の
「
行
財
政
改
革
」
は
中
止
を
し
、
市
民
の
土
地
、

財
産
を
民
間
に
売
却
す
る
「
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
見
直
し
を
す
る
こ
と
。
公
共
施
設
の
安
易
な
統
廃
合
は
見
直
し
て
、
不
足
し
て

い
る
施
設
は
増
設
を
す
る
こ
と
。

16　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
跡
地
利
用
計
画
は
、
市
民
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
計
画
に
し
て
、
扇
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
大
水
深
バ
ー
ス
な
ど
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
検
証
す
る
こ
と
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
に
は
、
撤
退
に
伴
う
費
用
、
雇
用
確
保
、
下
請
け
企
業
の
事
業
継
続
の
た
め

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
こ
と
。




